
2022年度　土木学会選奨土木遺産 公募候補推薦調書（申込書）
記入日　2022年３月22日

候補の名称
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　計９橋）

完 成 年 1772～1914頃（詳細は別添「資料１」参照）

諸元・形式等 石造桁橋（大桂寺の石橋）Ｌ＝7.8ｍ
石造アーチ橋（その他の８橋）Ｌ＝5.1ｍ～15.4ｍ（詳細は別添「資料１」参照）

推 薦 理 由

　福島県内は、御影石等の花崗岩や磐梯石等の安山岩等良質の石材が広範
囲に産出され、信州高遠藩の石工からの技術導入もあり、江戸時代の県内
には石橋も施行可能な高い技術を持つ石工が存在した。
　明治期に入ると、安積疎水の建設工事により大分県の豊後石工の技術者
集団の指導により十六橋水門等が建設されるとともに、県令三島通庸が赴
任後には、山形県の石橋整備に関わった鹿児島県の技術者集団を用いて県
内の主要道路に石橋を整備したことにより、九州の先進的な石工技術が地
元石工に伝えられ、県内の石工技術は急速な進歩を遂げた。
　この時代に本県で建設された多数の石橋は、多くが道路改築等により失
われたが、県北地方を中心に未だ多数が現存し、江戸時代から明治時代に
かけての様々な技術導入により発達した本県土木技術の変遷を現代に伝え
る貴重な文化遺産となっており、今後も末永く保全や利活用を図る必要が
あることから、土木学会選奨土木遺産に推薦するものである。

所 在 地
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箕町　（詳細は別添「資料１，資料２」参照）

管 理 者 福島市（４橋）、大桂寺（１橋）、川俣町教育委員会（１橋）、二本松市（１
橋）、東根堰土地改良区（１橋）、戸の口堰土地改良区（１橋）計９橋

管理者連絡先
（同意を得ている担当部
局・担当課・係名まで記入）

別添「資料３」のとおり

選定された場合に実
施を予定しているア
ピール方法
（選定前ですので、選定さ
れたら実施したいと考え
ている内容で結構です）

　「福島の石橋群保存会」は、石橋群の保存・利活用の推進を目的に、以
前より石橋の研究や愛護活動等を実施していた個人・団体により、令和４
年１月28日に設立された。（別添「資料４」参照）
　選定された場合には、保存会の主催により、一般の方を対象とした見学
会や、有識者を招いてのシンポジウム等を実施することにより、「福島の
石橋群」の存在を広く社会にアピールしたい。
　また、石橋群の建設や石工技術の伝承に係る歴史的経緯についての研究
活動を継続するとともに、管理者や地元の方々の協力を得ながら、橋周辺
の清掃やメンテナンス等の愛護活動や、案内板の設置など、石橋群の保全・
利活用を推進する活動等を積極的に行っていく考えである。

選奨土木遺産公募に
関する連絡ご担当者

〒960-1241　福島県福島市松川町字埋崎66-3
ご担当者名：福島の石橋群保存会会長　丹野義明
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土木学会選奨土木遺産の趣意と内容

＊選奨土木遺産の概要

賞の設立：平成 12 年度 

対　　象：交通（道路、鉄道、港湾、河川、航空、灯標）、防災（治水、防潮、防風）、農林水産業
（灌漑、干拓、排水、営林、漁港）、エネルギー（発電、炭田、鉱山）、衛生（上下水道）、
産業（工業用水、造船）、軍事などの用途に供された広義の土木関連施設で、原則として、
竣工後50 年を経過したもの 

選考方法：支部推薦および公募の中から土木学会選奨土木遺産委員会が選考する 

件　　数：毎年20件程度 

賞　　牌：青銅製の銘板（30cm×20cm）を授与する 

＊設立の趣意
土木学会選奨土木遺産の選考は、その工学的機能と社会に果たしてきた役割、建造にあたった技
術者の尽力・先見性・使命感などの点から貴重な歴史的土木構造物を選奨土木遺産として顕彰す
ることにより、以下のことを促してその重要性を広く社会に啓発し、ひいてはその保存に資する
ことを目的とする。
⑴　社会へのアピール（現在も持続する又は歴史的な社会的意義・文化的価値の啓発等）
⑵　土木技術者へのアピール（先輩技術者の尽力・先見性・使命感に対する理解、偉業に対する
尊敬の念、将来の文化財創出の認識・意欲、技術者としての責任の自覚等の喚起）

⑶　まちづくりへの活用（歴史的土木構造物が地域の自然や歴史・文化の一部として地域資産で
あるとの認識の喚起）

⑷　以上の観点から、失われるおそれのある貴重な歴史的土木構造物の救済・保護の必要性のア
ピ ール

※土木学会ホームページより転載
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HP
https://www.jsce.or.jp/contents/isan/files/2022_04.shtml
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「福島の石橋群保存会」の土木学会選奨土木遺産シンポジウム
開催に至る経緯

福島の石橋群保存会

年 月　日 経　　　　緯

令和３年 9月24日 東北土木遺産研究所長　後藤先生と福島市松川町内有志が松川橋を調査

11月 5日 後藤先生福島県県北建設事務所、松川町内有志による松川橋調査

12月10日 「福島の石橋群保存会」設立準備会開催

令和４年 1月28日 「福島の石橋群保存会」設立総会

1月30日 「旧壁沢川石橋」の土木遺産認定申請に関する川俣町小手姫神社氏子会説明

2月20日 「大桂寺の石橋」の土木遺産認定申請に関する大桂寺住職説明

2月24日 「東根堰水路橋」の土木遺産認定申請に関する東根堰土地改良区説明

3月 3日 「明道橋」の土木遺産認定申請に関する二本松市説明

3月22日 推薦調書を土木学会に提出

5月 2日 「不動川水管橋」の土木遺産認定申請に関する戸の口堰土地改良区説明

6月13日 積雪で調査未了であった戸の口堰水管橋を追加した推薦調書を土木学会に提出

9月10日 令和４年度福島の石橋群保存会総会開催

9月12日 土木学会理事会において「福島の石橋群」が選奨土木遺産に認定

11月18日 福島の石橋群保存会が土木遺産認定報告会を開催

12月23日 川俣町で「旧壁沢川石橋」土木学会選奨土木遺産認定報告会開催

令和５年 4月 2日 松川橋で土木遺産銘板設置完成披露式開催（松川町づくり委員会21主催）

9月11日 福島の石橋群保存会第２回総会開催

10月 4日 山形の石橋群見学会

11月 1日 甚念坊山２号橋草刈り・周辺整備

11月 8日 飯野町（広表のめがね橋）土木遺産銘板設置完成披露式

11月18日 「福島の石橋群」現地見学会開催

11月19日 「福島の石橋群」土木学会選奨土木遺産認定記念シンポジウム開催
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